
 
 

 

 
 

 

 

◎１１月２０日(水)合唱コンクール 素晴らしい歌声をありがとう！ 
体育大会が終わってから、次は合唱だ！とクラスで取り組

みが始まりました。ロイロノートにある各パート別の音源をか

けてそれぞれが練習するところから始まり、最初はなかなか

歌詞や音程を覚えられずにどのクラスも上手くいかずに担

任の先生方は苦労していました。朝練が始まると少しずつ

日々参加するメンバーが増え、自分たちの思いを表現するメ

ッセージを書いた掲示物を作ったり、歌詞を書いた模造紙

に表現ポイントや注意することをたくさん書き込んだり、指揮

者やパートリーダーがみんなを鼓舞したり…11 月に入ると朝に夕に歌声が校舎内に響き

渡るとてもいい時間が流れました。 

本番の歌は、どのクラスもみんなで努力した姿が歌声に表れていて審査をするのが難し

く放棄したくなる気持ちを振り払いつつ、最後の講評のコメントを考えながらみんなの歌を

聴かせてもらいました。クラスの歌はきっとみんなの人生を支える曲のひとつになると思いま

す。 本当に素晴らしい歌声をありがとうありがとう！！ 

 

◎１１月５日（火） 地域清掃 ３００名参加 綺麗にしてくれてありがとう！  
ＰＴＡの環境委員会の人や常盤地区・光明地区の民生委

員の方々と一緒に、生徒会執行部と剣道部は下松駅周辺、

男子バスケット部が桜台公園、卓球部女子が西代公園、女

子バスケット部が上松第１公園、陸上部、合唱部、ブラスバン

ド部、女子バレー部、サッカー部、野球部、ソフトテニス部、美

術部、卓球部男子のみなさんが校内のあちこちに分かれて、

清掃活動をしてくれました。ありがとうございました。                     
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◎１１月５日（火） 授業参観と進路説明会  
授業参観と進路説明会、たくさんのご参加ありがとう

ございました。タブレット端末を使いこなす生徒の様子

や入学して半年すっかり桜台中学校に慣れた1年生の

様子を観ていただきました。進路説

明会では、今年度の入試から導入さ

れる WEB 出願について説明しまし

た。PDFを本校 HPの進路のページ

にも UP してしているので、ご参加で

きなかった方や 1、2年生の保護者のみなさんも御覧ください。 

 

◎１１月６日（水） 授業力改善推進事業公開授業＆講演会 

 岸和田市内から多数の先生方が来て、タブレットを

活用した協働学習の授業を見ていただきました。1 年

生は国語と理科、2年生は国語と英語、3年生は国語

と数学の 6 クラスを公開しました。授業後は中京大学

の教授の泰山裕先生に「自律的に探究できる子ども

を育てる授業作り」についてご講演いただきました。 

 

◎１０月２４日（木） 連合音楽会 

 岸和田市の全ての中学校から音楽の発表会に浪切

ホールに集いました。桜台中学校からは、合唱部とブラス

バンド部の 1、2年生が参加しました。 

合唱部は元気いっぱいの弾けるポップな曲を披露したり

他校とコラボしたり、ブラスバンド部は圧巻の演奏力で観客を

魅了していました。 

 

◎１０月３１日（木） ２年生 多文化共生教育 

堺市出身でドイツのルール大学大学院生の朴 鎮大（パク チンデ）さんに「違うって悪い

こと？好きを伸ばそう！」というテーマで世界地図も国によって

中心が違うことから見方によって世界が変わることや、見た目

では国籍や言葉はわからないことや文化や国籍が違っても

良いことや同じ文化でも人や家族によって価値観の違いがあ

り、それでも良いんだよということをご自身の体験や現在の境

遇を交えてお話していただきました。  （裏面 一言コラム☞） 



 

 

 

 

 
                        

通級指導教室より 

 一言コラム 

I（＝アイ）メッセージ 

  子どもが約束の時間を過ぎても帰ってこないとき、心配でいたたまれない気持ちにな

りませんか？「事故にでもあったのではないか。」「どこかで困っているのではないか。」・・・

など、一度悪いほうに考えると、どんどん冷静さをなくしてしまいます。 

その時、玄関のドアがガチャと開き、何事もなかったかのように帰宅。心配が怒りに変わ

り、「（あなたは）どこに行ってたん？」「（あなたは）連絡できへんかったん？」「（あなたは）

なんで時間守られへんの？」と矢継ぎ早に言いたくなりますが、You（＝相手）を主語にす

ると相手は「責められている」と感じるようです。 

「（私は）事故にでもあったのではないかと気が気ではなかった。」「（私は）トラブルに巻

き込まれていないか心配した。」と I（＝アイ）を主語にして自分の気持ちを伝えると相手は

リクエストとして受け取りやすいようです。 

メインの目的は「門限を守ってほしい」と伝えることです。 

相手が反発をしたり、心を閉ざしたりしてしまっては、元も子もありません。I（＝アイ）

メッセージで問題解決につながる話し方を心がけようと思う今日この頃です。 


